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２．三島まちづくり計画策定の趣旨 

３．三島まちづくり計画の期間 

１．はじめに 
 

 

この度、三島まちづくり協議会の会長を務めます久間でございます。 

本事業は、地域の課題を地域みんなの力で解決し、安全・安心で更に住みやすい地域づ

くりを目指す事業です。 

三島地区の現状を以前と比較すると、少子高齢化による人口の大幅な減少、更には自然

環境の変化（磯やけ等）により、漁業に関しては漁獲高の減少、魚価の低迷等、大変厳し

い状況にあり、漁業の後継者不足も大きな課題の一つです。自然環境の変化に関しては、

難しい問題でもあり、環境に応じた対策を講じることが生き残る術ではないかと考えま

す。このような様々な問題を解決するためにも、皆様からいただいたアンケート調査等、

貴重なご意見を今後のまちづくりに反映させていきたいと思います。 

 安全・安心で、住みよいまちづくりを実現するため、役員をはじめ、地域皆様方のご支

援、ご協力をいただきますようお願い申し上げ、挨拶といたします。 

                    

三島まちづくり協議会 

                    会長 久 間  進  

                              

 

 

三島地区は、大島、長島、原島の３島からなり、漁業を中心とした産業を主体とし、豊

かな海と島が一つの大家族の様な絆で結ばれている人情味と大自然が魅力の地域です。 

近年、漁業不振や生活スタイル、価値観の多様化など、三島の状況は大きく変化してお

り、三島が抱える課題も以前に比べて複雑・多様化しています。 

「自分たちの暮らしている島をより安心で住みよい、今以上に魅力あふれる島にしたい。」

これは三島島民共通の願いと課題であり、自治公民館をはじめ老人会・青年会・婦人会・

消防団・学校・PTA など、さまざまな団体が三島をよくするために活動しています。 

今後さらに少子高齢化が進む中で、三島地区の活動の充実を図るために、三島島民が自

ら考え、自ら行動し、将来に渡って自分たちの島は自分たちで守り、つくることが重要で

あるとの考えを基に、三島まちづくり計画書を策定します。 

 本計画は、今後、三島がどのような地域づくりを進めていくかについて、島民の意見を

反映しながらさまざまな観点で見つめ直し、具体的な地域づくりについて事業計画に盛

り込み、三島地区の更なる発展と三島島民一人ひとりが誇りを持って、安心して幸せに暮

らすことができる島民主体のまちづくりの実現をめざし策定するものです。 

 

 

 

三島まちづくり計画の期間は５年としますが、事業内容については、社会情勢の変化や 

島民ニーズの変化などに対応していくため、必要に応じて改定を行うことで、持続可能な

まちづくりを推進していきます。 
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４．三島地区の状況 
 

 

① 三島地区の概要  

 三島は、壱岐島の南西部に位置し、大島・長島・原島の３島からなる二次離島です。大

島には美しい海水浴場があり、原島には自生するスイセンが多く見られ、季節には原島ス

イセンとして出荷されており有名です。長島と大島に架かる珊瑚大橋からの夕日はとて

も美しく、夕涼みやランニングコースとしても親しまれています。 

一方島民の生活は、唯一の公共交通・生活航路である市営のフェリーみしま（１日４便）

を利用し、壱岐本島への通院・通学・通勤・日用品の買出し等を行っています。平成１１

年に大島と長島の間に珊瑚大橋が架けられ生活圏が一つになりましたが、人口減少や少

子高齢化が進み、基幹産業である漁業についても、近年不漁が続き、就業者の減少、高齢

化等、三島地区を取り巻く環境は年々厳しくなっております。 

このような状況の中、地域課題の解決を図るためには、自治公民館をはじめ、様々な団

体が協力して、島民が主体となった取り組みを進めていく必要があります。 

 

② 三島地区の世帯数・人口の推移  

 H27.3 H28.3 H29.3 H30.3 H31.3 

世帯数 139 139 138 135 129 

人口 

男 182 170 162 159 150 

女 191 184 175 162 154 

計 373 354 337 321 304 

 

③ 三島地区の行事・活動 

 ・三島地区民運動会 

 ・秋祭り（三島各島） 

 ・漁供養 

 ・道路除草作業 

 ・年末防火活動 

 ・渡良地区球技大会 

 ・渡良地区育成球技大会            【珊瑚大橋】 

 ・防災訓練 

 

④ 三島地区の資源 

 ・豊かな海の恵みである海産物 

 ・豊かな漁場と漁法                 【フェリーみしま】 

 ・離島がゆえに育まれ受け継がれてきた助け合いの心 
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５．三島地区の魅力と課題 
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６．三島まちづくりビジョン 

① 生活支援への対応が求められています。 

三島地区が抱える問題のひとつは、買い物が困難な地域であることです。島内にはスー

パーマーケットがないため、壱岐本島までフェリーを利用して買い物に行かなくてはな

りません。ひとり暮らしや高齢者夫婦のみの世帯が増加する中、買い物など生活支援への

対応が求められています。 

② 防災及び交通安全対策が求められています。 

自然災害との複合災害等に備え、放射線防護対策施設が三島各島に整備され、毎年防

災訓練等も実施されております。近年、消防団員も減少し高齢化しておりますが、消防

意識は高く、操法大会等での活躍により消防団の団結及び島民の防火に対する意識向上

にも繋がっています。 

今後も災害や急患等の緊急時に備え、島民相互のつながりを深め、消防団・自主防災

組織との連携を一層強化して、さらなる防災力向上と急患搬送体制の支援を図ることが

求められています。 

また、道路が狭いなどの環境面から、通学路をはじめ、地域における危険個所を再調査・

確認し、子どもから高齢者まで安心・安全な生活環境を整える取り組みが必要となってい

ます。 

③ 三島地区全体で子どもや高齢者への対応が求められています。 

三島地区では少子高齢化が進み、高齢化率（６５歳以上）は令和元年５月末で４４．８％

であり、壱岐市全体の３６．６％を大きく上回る状況です。ひとり暮らしや高齢者夫婦の

みの世帯も年々増加しています。これからは三島地区全体で子どもや高齢者の見守りと、

島に住む人々が気軽に集まり、ふれあえる環境づくりが求められています。 

 

 

 

       

① 人と人とのつながりをより大切に 

 

 

② 三つの愛で（話しあい ・ 支えあい ・ 笑いあい） 

 

 

③ 三島が三本の矢の如く結束し、強くしなやかで粘りある 

笑顔と活気あふれる「日本一の二次離島」をめざします。 

 

【幹事会】             【設立準備委員会】 
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７．三島地区アンケート結果 
 

 

 

 

・今後も住み続けたい　 107 人

・将来は他のまちに移りたい　　 24 人

・どちらともいえない　 72 人

① 生活道路の整備状況について

満  足 4 人 ・ やや満足 28 人 ・ 普  通 104 人 ・ やや不満 47 人 ・ 不  満 27 人

② ごみ、リサイクル収集について

満  足 9 人 ・ やや満足 25 人 ・ 普  通 128 人 ・ やや不満 22 人 ・ 不  満 13 人

③ 公共交通の利便性について

満  足 6 人 ・ やや満足 9 人 ・ 普  通 69 人 ・ やや不満 65 人 ・ 不  満 56 人

④ 食料や生活品の確保、買い物等の利便性について

満  足 2 人 ・ やや満足 8 人 ・ 普  通 52 人 ・ やや不満 84 人 ・ 不  満 59 人

⑤ 高齢者等への福祉環境について

満  足 1 人 ・ やや満足 14 人 ・ 普  通 96 人 ・ やや不満 58 人 ・ 不  満 34 人

⑥ 子育て支援環境について

満  足 0 人 ・ やや満足 10 人 ・ 普  通 104 人 ・ やや不満 41 人 ・ 不  満 17 人

⑦ 防犯、安全対策について

満  足 4 人 ・ やや満足 11 人 ・ 普  通 122 人 ・ やや不満 35 人 ・ 不  満 10 人

⑧ 災害時など緊急時の安全対策について

満  足 1 人 ・ やや満足 11 人 ・ 普  通 88 人 ・ やや不満 58 人 ・ 不  満 25 人

⑨ 地域の行事について

満  足 7 人 ・ やや満足 7 人 ・ 普  通 139 人 ・ やや不満 29 人 ・ 不  満 4 人

⑩ 住民同士のふれあい、近隣関係について

満  足 11 人 ・ やや満足 18 人 ・ 普  通 141 人 ・ やや不満 14 人 ・ 不  満 3 人

あなたは、これからも三島地域に住み続けたいと思いますか。

あなたが感じている三島地域の現状について
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① 自治公民館活動について

積極的に
参加 65 人 ・

ときどき
参加 73 人 ・

参加の機会
がない 40 人 ・

関心が
ない 6 人

② 青少年健全育成活動について

積極的に
参加 20 人 ・

ときどき
参加 63 人 ・

参加の機会
がない 67 人 ・

関心が
ない 15 人

③ 環境美化活動について

積極的に
参加 36 人 ・

ときどき
参加 68 人 ・

参加の機会
がない 60 人 ・

関心が
ない 10 人

④ 趣味、教養、芸術、スポーツなどのグループ・団体活動について

積極的に
参加 20 人 ・

ときどき
参加 65 人 ・

参加の機会
がない 74 人 ・

関心が
ない 17 人

⑤ 伝統文化、芸能保存活動について

積極的に
参加 20 人 ・

ときどき
参加 50 人 ・

参加の機会
がない 72 人 ・

関心が
ない 27 人

⑥ 防犯、防災、交通安全活動について

積極的に
参加 30 人 ・

ときどき
参加 70 人 ・

参加の機会
がない 60 人 ・

関心が
ない 15 人

⑦ ボランティア活動について

積極的に
参加 22 人 ・

ときどき
参加 75 人 ・

参加の機会
がない 72 人 ・

関心が
ない 9 人

参加したい 25 人 ・
できれば

参加したい 63 人 ・
参加の機会

がない 30 人 ・
参加した
くない 3 人 ・ 分からない 64 人

・ボランティア活動を通してまちづくりに参加したい 35 人

46 人

・地域内での話し合いの場に参加していきたい 57 人

・参加したくない 18 人

・まちづくりに参加したいと思っているが、機会やタイミングをつかめていない

今後どのように地域活動に関わっていきたいですか。

三島地域まちづくり活動への参加について

まちづくり活動にはどのような形で参加したいですか。
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８．三島まちづくり協議会組織図 
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９．三島まちづくり事業計画 
 

 

 

《地域保全型活動》 

【買い物支援】       

 事業内容： 食品や日用品などの買い物支援を行います。 

 事業計画： 市内スーパーとの連携を図り、販売している商品を三島まで届ける宅配 

サービスの利用を推進します。 

       （市内スーパーで事前に配布されるカタログから選んだ商品を電話で注 

文し、三島まで配達してもらうサービス） 

将来的には、市内スーパーとの連携による移動販売サービスについても検 

討・協議を進めていきます。 

また、自船での買い物等についても、接岸場所、駐車場等、利便性の向上 

を目指し協議を進めていきます。 

 

【防災及び交通安全対策】  

事業内容： 安全・安心のまちづくりのために、防災及び交通安全対策への取り組みを

行います。 

 事業計画： 具体的な防災・減災対策の検討及び防災訓練については、消防団・自主防 

災組織と連携して三島地区全体での取り組みを行い、島民がそれぞれの役 

割を果たす「自助」、「共助」の精神で、島民意識の向上と地域の防災力を 

高め、急患等の緊急時には、搬送体制の支援を行います。 

高齢化が進む中、車両及び船舶の交通安全対策として、港内スローの徹底 

や港内標示、道路標示、運転者への注意喚起等への取り組みを行います。 

また、三島地区における危険個所を再調査・確認し、情報を共有するとと 

もに、整備を含め改善策を検討します。 

 

【子ども見守り支援】      

 事業内容： 子どもの安全・安心確保のため、登下校時など見守り支援を行います。 

 事業計画： 三島地区においては、少子化も大きな問題であり、次代を担う子どもたち 

の豊かな成長を三島地区全体で支えるとともに、見守る力を向上させるた 

めに、通学路を点検し、危険箇所の把握・周知・改善を図り、安全を確保 

して、子どもや保護者の不安解消につなげます。 

さらには、この活動を通じて、子どもたちとのつながりを深め、若い世代 

における結婚意識の向上と子育て環境を充実させることで地域活性化に 

つなげていきます。 
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【高齢者見守り支援】      

 事業内容： 高齢者やひとり暮らしの世帯を定期的に訪問し、困りごとなど相談でき 

       る体制を構築します。 

 事業計画： 地域と集落支援員が連携を図り、高齢者やひとり暮らしの世帯を定期的 

に訪問し、コミュニケーションをとることで、高齢者の不安を取り除き、 

詐欺被害等を未然に防止します。 

また、広報活動を通じて、島民の見守り支援への理解と意識向上を図り、 

安心して暮らせる島を目指して、高齢化社会への対策を進めていきます。 

 

《地域活性化型活動》 

【三世代交流事業】      

 事業内容： 三世代交流を通じて相互理解を深め、三島地区の課題解決につなげます。 

 事業計画： ふれあいと親睦を深めるために、誰もが無理なく参加できる三島地区民 

運動会を９月に開催します。交流を通じて相互理解と三島地区の課題解 

決にもつなげていきます。 

また、小学校との連携により、子どもと老人クラブ等との交流を行い、伝 

統文化や生活の知恵を学び、子どもと高齢者がいつまでも元気で、相互理 

解を深めることで地域の活性化につなげていきます。 

 

【コミュニティサロン】    

事業内容： 島民誰もが自由に利用できる対話の場（コミュニティサロン）をつくりま 

す。 

 事業計画： 島民の誰もが気軽に集える場をつくり、高齢者の健康∙介護予防を推進す

る一方で、お互い自由に意見交換することで世代間の交流を深め、誰もが

生き生きと現役で暮らせる島を目指します。 

       また、週一回の診療所開設を利用し、医者からの指導・助言をいただきな

がら、健康維持とふれあいの場となる環境整備を進めていきます。 

 

【伝統文化継承活動】     

 事業内容： 受け継がれてきた島の伝統文化を若い世代へ継承します。 

 事業計画： 代々受け継がれ、親しまれてきた島の秋祭りや魚供養等を、島民負担の軽 

減を図りながら継承していきます。 

また、伝統文化である「島人の心」を守り、新たな工夫も取り入れながら、 

若い世代が趣旨を理解し、積極的に参加できる環境を整え、伝統文化の継 

承と島の活性化につなげていきます。 
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１０．おわりに 
 

 

三島まちづくり協議会は、大島・長島・原島の島民皆様はもちろん、自治公民館、各種

組織・団体、行政が連携しながら、協働のまちづくりを展開し、様々な行事・事業を企画・

運営する役割を担っております。 

三島まちづくり計画策定及び協議会設立につきましては、島民皆様から多くのご意見

をいただき、幹事会・設立準備委員会の役員皆様には多大なるご尽力をいただきましたこ

とに心から感謝を申し上げます。 

いよいよ三島まちづくり協議会のスタートです。各種組織・団体と対等な立場で横断的

な連携を図り相互関係を保ちながら、島民一人一人が考え行動し、島民が主役の「まちづ

くり」を目指します。 

本計画に沿って三島地区のあるべき姿の実現に向け、活発な活動を進めてまいります

ので、皆様方のご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

三島まちづくり協議会設立のあゆみ  

   

令和元年 ５月 15 日    三島自治公民館長説明会 

令和元年 ５月２８日    三島地区説明会 

令和元年 ６月２２日    幹事会 

令和元年 ７月 ７日    設立準備委員会 

  令和元年 7 月 12 日    地域説明会・ワークショップ（原島） 

令和元年 7 月 14 日    地域説明会・ワークショップ（大島・長島） 

  令和元年 ７月 12・14 日  住民アンケート調査実施 

令和元年 7 月２8 日    幹事会 

令和元年 8 月 4 日    設立準備委員会 

令和元年 ８月２４日    幹事会 

令和元年 ９月 １日    設立準備委員会 

令和元年 ９月 ８日    地域説明会・ワークショップ（大島・原島） 

令和元年 ９月１５日    地域説明会・ワークショップ（長島） 

令和元年 ９月１６日    設立準備委員会 

令和元年 10 月 1 日    集落支援員配置 

令和元年 10 月 1 日    三島まちづくり協議会設立 

   

 

 

 


